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第１７回山梨県スポーツ・レクリエーション祭の出場チームを募集します。

マスターズ陸上競技

年齢別ソフトテニス

ラ ー ジ ボ ー ル 卓 球

綱 引 き

バ ウ ン ド テ ニ ス

ターゲットバードゴルフ

イ ン デ ィ ア カ

ウ ォ ー ク ラ リ ー

マスターズ水泳競技

カヌーツーリング駅伝

男子40歳以上、女子35歳以上

45歳以上男女各１組　50歳以上１組

40～50歳代男女各２名、60歳以上１名

男女とも20歳以上８名以上

男子、女子、混合各ダブルス３組

20歳以上４名まで、１チーム

20歳以上の男子２名、女子４名以上のチーム

３～５名のチーム

３０歳以上

年齢不問　３名以上

男子・女子

男女、混合

男子・女子

男子・女子

男女、混合

男子・女子

混 合

混 合 可

男子・女子

混 合 可

甲 府 市

笛 吹 市

甲 府 市

富士吉田市

甲 府 市

甲 府 市

甲 斐 市

富士吉田市

甲 府 市

鰍沢町・身延町

5月22日

5月22日

5月21日

5月15日

5月22日

5月22日

5月22日

5月29日

5月22日

5月22日

ボ ウ リ ン グ 混　　  合 甲 府 市 20歳以上男女各２名
5月21

  ～22日

種　　　　目 種　別 開催期日 会場地 参　　加　　資　　格　　等

◆申し込みは３月１１日（金）までに町民体育館まで

●問い合わせは町民体育館　７３－１２２０　※各競技とも申し込み順で受付します。

エ
ー
ス
小
佐
野
俊
之
（
勝
山
）
大
爆
発
！

　
　
　
　
～
県
体
育
祭
り
ス
ケ
ー
ト
部
総
合
優
勝
～

大
健
闘
！
小
立
ミ
ニ
バ
ス 

県
3
位

　
　
　
　
～
全
国
ミ
ニ
バ
ス
山
梨
大
会
～

　
２
月
11
日
に
お
こ
な
わ
れ
た
山
梨
県
体
育
祭
り
ス

ケ
ー
ト
競
技
会
（
セ
イ
コ
・
オ
ー
バ
ル
）
に
お
い
て
、
富

士
河
口
湖
町
体
育
協
会
ス
ケ
ー
ト
部
が
、
３
年
ぶ
り
の

県
大
会
総
合
優
勝
に
輝
い
た
。

　
エ
ー
ス
の
小
佐
野
俊
之
（
勝
山
）
が
個
人
で
５
０
０

ｍ
、
１
５
０
０
ｍ
と
二
冠
、
ま
た
、

２
０
０
０
ｍ
リ
レ
ー
で
も
ア
ン

カ
ー
と
し
て
、
せ
ま
る
小
淵
沢
町

の
追
撃
を
か
わ
し
、
優
勝
へ
と
導

い
た
。

　
特
に
、
き
つ
い
マ
ー
ク
を
受
け
た
男
子
１
５
０
０
ｍ
で
は
、
倉

沢
敏
武
（
勝
山
）
、
霜
村
孝
（
大
石
）
の
吉
田
高
校
の
先
輩
２
人
が
小
佐
野
を
サ
ポ
ー
ト
し
、

ラ
ス
ト
１
０
０
ｍ
で
の
逆
転
へ
と
つ
な
げ
た
。

　
全
国
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
へ
の
代
表
権

を
争
う
Ｕ
Ｔ
Ｙ
杯
が
、
１
月
16
日
・
23
日
・
30
日
に
わ
た

っ
て
行
な
わ
れ
、
小
立
ミ
ニ
バ
ス
（
女
子
）
が
出
場
77
チ

ー
ム
の
栄
え
あ
る
ベ
ス
ト
４
に
勝
ち
残
っ
た
。

　
第
３
シ
ー
ド
と
し
て
出
場
し
た
今
大
会
、
シ
ー
ド
チ

ー
ム
ら
し
く
順
調
に
勝
ち
あ
が
り
、
決
勝
進
出
を
か
け

た
準
決
勝
で
、
第
２
シ
ー
ド
の
下
ニ
小
に
、
接
戦
の
末

敗
れ
た
も
の
の
、
素
晴
ら

し
い
戦
い
で
観
客
を
沸
か

せ
た
。

　
ま
た
、船
津
ミ
ニ
バ
ス（
女

子
）
も
健
闘
し
、
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
し
、
ベ
ス
ト
16
ま
で
勝
ち
す
す
ん
だ
。

　
チ
ー
ム
を
引
っ
張
っ
て
き
た
６
年
生
た
ち
は
、
今
大
会
で
引
退
と
な
る
が
、
ぜ
ひ
こ

の
成
果
を
後
輩
た
ち
が
さ
ら
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
。
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スポーツ安全保険のお知らせスポーツ安全保険のお知らせ

スポーツ活動、文化活動、

ボランティア活動などに最適な保険です。

※加入区分・掛金・補償額についての詳しいお問い合わせは、町民体育館内生涯学習課社会体育係、
　７３－１２２０に電話してください。

団体活動中とその往復中

団体活動中とその往復中

団体活動中とその往復中

A

・中学生以下の子ども
団体活動中とその往復中

団体活動中とその往復中　以外
AW

AC・子どものスポーツ団体の指導者
�（C区分での加入もできます。）

・文化活動、ボランティア活動、
�　地域活動

A

・老人クラブなど（６０歳以上。） B

・大人のスポーツ活動
（野外活動、身体運動を含む。） C

・危険度の高いスポーツ活動 D

対　　　　　象 対象となる事故の範囲団体 加入
�区分

掛け金
�（１人年額）

子
ど
も
の
団
体

大
人
の
団
体

・中学生以下の子ども　・子どもの保護者 500円

1,050円

1,000円

500円

800円

1,500円

9,000円

名
木
樹
の
香
り
と
暮
ら
し
展

◆
展
示
期
間
　
3
月
8
日
（
火
）
～
3
月
24
日
（
木
）

町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
久
保
さ
ん
は
１
９
９
７
年
に
建
築
業
を
止
め
た
が
、
そ
れ
ま
で
50
数
年
間
触
れ
て
き
た

木
の
ぬ
く
も
り
が
忘
れ
ら
れ
ず
、
花
の
プ
ラ
ン
タ
ー
や
花
瓶
・
花
台
な
ど
を
制
作
し
て
い

ま
す
。
制
作
し
た
作
品
は
県
高
齢
者
作
品
展
や
町
文
化
祭
の
他
、
道
の
駅
「
か
つ
や
ま
」
で

は
展
示
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
木
の
種
類
は
桧
、
杉
、
欅
、
紅
葉
、
イ
チ

イ
、
柿
、
緑
樹
、
樫
、
桐
、
白
樺
、
猿
滑
り
の

変
木
を
使
っ
て
い
ま
す
。
杉
材
は
燻
し
て

水
洗
い
し
な
が
ら
木
目
を
浮
か
し
磨
い

て
い
ま
す
。

　
一
つ
ひ
と
つ
の
作
品
の
形
が
違
う
の

が
楽
し
み
、
命
あ
る
限
り
い
ろ
ん
な
作
品

を
作
り
続
け
た
い
、
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

ま
す
。

★★★★★★★★★★★★★★★
★★★★★★★★★★★★★★★
★★★★★★★★★★★★★★★
★★★★★★★★★★★★★★★
★★★★★★★★★★★★★★★
★★★★★★★★★★★★★★★
★★★★★★★★★★★★★★★
★★★★★★★★★★★★★★★
★★★★★★★★★★★★★★★
★★★★★★★★★★★★★★★
★★★★★★★★★★★★★★★
★★★★★★★★★★★★★★★
★★★★★★★★★★★★★★★
★★★★★★★★★★★★★★★
★★★★★★★★★★★★★★★
★★★★★★★★★★★★★★★
★★★★★★★★★★★★★★★
★★★★★★★★★★★★★★★
★★★★★★★★★★★★★★★
★★★★★★★★★★★★★★★
★★★★★★★★★★★★★★★

※「我が家の主役」は、皆さんの家庭のかわいいお子さんを
　紹介するコーナーです。
　小学生以下のお子さんを対象に掲載しますので、
　掲載希望者は、申し出てください。

相 澤  優 羽ちゃん
平成14年5月31日生まれ

「お友達と遊ぶのが大好きです。」
父；克仁　母；陽子（小立）

ゆ　　う

我が家我が家我が家我が家

の主役の主役の主役の主役の主役の主役

久
保
武
夫
（
船
津
）
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町の文化財紹介
いにしえ こ みちいにしえ こ みち

富士河口湖古の小径富士河口湖古の小径
川
口
御
師
の
檀
家
廻
り
① 

ー
地
域
の
歴
史
を
探
る
ー

お
　 

 

し
　

　
御
師
の
集
落
と
し
て
は
上
吉
田
も
良
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

川
口
の
御
師
の
成
立
は
中
世
の
早
い
時
期
と
考
え
ら
れ
、
上
吉

田
よ
り
歴
史
が
古
く
、
御
師
の
数
も
多
か
っ
た
の
で
す
。
江
戸

時
代
後
期
に
は
川
口
に
は
1
4
0
軒
ほ
ど
の
御
師
が
生
活
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
今
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
御
師
は
各
自
が
檀
家
を
持
っ
て
い

ま
し
た
が
、
檀
家
の
人
々
は
富
士
山
に
登
拝
す
る
時
は
、
必
ず

自
分
の
御
師
を
頼
り
、
そ
こ
に
宿
泊
し
、
祓
い
を
受
け
、
登
拝

の
た
め
の
準
備
一
切
を
御
師
に
任
せ
ま
し
た
。
当
然
の
こ
と
な

が
ら
、
そ
の
際
檀
家
の
人
々
は
御
師
に
志
を
包
ん
で
差
し
出
す

わ
け
で
す
が
、
そ
れ
は
御
師
の
主
要
な
収
入
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
御
師
達
も
心
を
尽
く
し
て
檀
家
を
も
て
な
し
た
わ
け
で
す
。

登
拝
シ
ー
ズ
ン
が
終
わ
る
と
、
今
度
は
御
師
達
が
神
札
と
土
産

を
持
っ
て
自
分
の
檀
家
の
家
を
廻
り
ま
す
。
こ
れ
を
「
檀
家
廻

り
」
、
あ
る
い
は
「
廻
壇
」
と
い
い
ま
し
た
が
、
そ
の
際
受
け

取
る
初
穂
は
御
師
に
と
っ
て
良
い
収
入
で
し
た
。
ま
た
、
大
切

な
檀
家
を
つ
な
ぎ
止
め
る
た
め
に
も
、
こ
の
檀
家
廻
り
は
御
師

達
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
年
中
行
事
で
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

　
檀
家
は
集
落
単
位
に
な
っ
て
い
る
の
が
一
般
的
で
す
が
、
そ

の
範
囲
は
県
内
は
も
と
よ
り
江
戸
・
関
東
地
方
一
円
・
信
州
な

ど
遠
方
に
わ
た
り
ま
し
た
。
ま
た
、
他
の
御
師
の
檀
家
に
は
手

を
出
さ
な
い
と
い
う
の
が
御
師
間
の
不
文
律
で
し
た
か
ら
、
各

御
師
は
各
地
に
そ
の
縄
張
り
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

　
檀
家
廻
り
は
遠
方
に
な
る
と
1
～
2
カ
月
に
も
わ
た
っ
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
川
口
御
師
三
浦
家(

三
浦
家
は
将
軍
家
の

御
祓
い
を
毎
年
江
戸
城
で
行
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る)

の
、

江
戸
時
代
初
期
の
名
古
屋
方
面
へ
の
壇
家
廻
り
を
見
ま
す
と
、

９
月
８
日
に
川
口
を
出
発
し
、
御
坂
峠
を
越
え
て
甲
府
へ
出
、

甲
州
道
中
を
進
み
、
塩
尻
か
ら
木
曽
路
に
入
り
、
さ
ら
に
美
濃

路
を
辿
っ
て
名
古
屋
城
下
に
到
着
す
る
の
が
10
月
28
日
で
し
た
。

　
川
口
（
江
戸
時
代
は
こ
う
表
記
さ
れ
ま
し
た
）

は
御
師
が
い
た
街
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
『
甲
斐
国
志
』
は

川
口
村
の
こ
と
を
「
此
村
は
御
師
職
の
家
が

多
く
農
家
は
少
な
い
」
と
記
し
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
「
一
体
御
師
っ
て
何
な
の
？
」

と
い
う
読
者
も
居
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

こ
こ
で
御
師
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

　
御
師
と
は
「
祈
祷
師
」
の
意
で
、
こ
れ
を

尊
敬
の
意
を
込
め
て
「
御
祈
祷
師
（
お
い
の

り
し
）
」
と
呼
び
、
さ
ら
に
、
そ
れ
を
省
略

し
て
「
御
師
（
お
し
）
」
と
呼
ん
だ
も
の
で
す
。

平
安
時
代
末
期
に
生
れ
、
中
世
に
は
熊
野
三

山
や
伊
勢
神
宮
等
に
成
立
し
ま
し
た
。
川
口

村
の
御
師
は
、
中
世
に
入
り
富
士
山
が
信
仰

の
対
象
と
な
っ
て
登
拝
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

参
詣
者
が
多
数
訪
れ
た
こ
と
か
ら
誕
生
し
ま

し
た
。
そ
し
て
次
第
に
各
御
師
は
参
詣
者
を

檀
家
と
し
て
組
織
す
る
よ
う
に
な
り
、
近
世

に
な
る
と
講
の
発
展
と
も
相
俟
っ
て
檀
家
と

の
結
び
つ
き
を
一
層
強
め
、
大
変
繁
盛
し
ま

し
た
。
（
た
だ
し
、
川
口
の
場
合
は
冨
士
講

の
壇
家
は
な
い
よ
う
で
す
。
）
川
口
御
師
の

主
要
な
仕
事
は
、
富
士
登
拝
シ
ー
ズ
ン
に
お

け
る
壇
家
の
登
拝
の
世
話
と
シ
ー
ズ
ン
オ
フ

の
檀
家
廻
り
で
し
た
。

　
一
言
で
言
え
ば
、
御
師
と
は
神
職
と
民
宿
経

営
を
兼
ね
た
人
と
で
も
い
え
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。

【
1
月
21
日
か
ら
2
月
20
日
ま
で
】

お
め
で
た
（
出
生
）

か
け
る

け
い
た
ろ
う

あ
や
の

り
　
な

こ
う
す
け

の
り
か

れ
い
と

う
　
の

る
　
み

た
い
き

の
　
の

そ
う
ま

こ
う
せ
い

と
う
ま

ぎ
ん
が

お
く
や
み
（
死
亡
）

届
出
人

お
子
さ
ん

父

母

笹
川
　
　
翔
　
雅
　
浩
　
佳
揚
子
　
船
津

山
中
渓
太
朗
　
克
　
哉
　
直
　
美
　
船
津

鈴
木
　
文
乃
　
克
　
彦
　
多
　
恵
　
船
津

梁
瀬
　
里
奈
　
　
明
　
　
寿
　
恵
　
船
津

秋
山
　
光
佑
　
正
　
人
　
智
恵
子
　
船
津

梶
原
　
徳
香
　
一
　
也
　
夏
　
代
　
船
津

園
田
　
怜
冬
　
　
隆
　
　
千
亜
紀
　
船
津

福
田
　
羽
希
　
正
　
幹
　
響
　
子
　
船
津

渡
邉
　
瑠
美
　
誠
　
士
　
順
　
子
　
船
津

渡
邊
　
大
暉
　
智
　
仁
　
梨
　
恵
　
船
津

君
塚
　
乃
望
　
直
　
人
　
真
由
美
　
小
立

石
津
　
颯
真
　
英
　
貴
　
要
　
子
　
大
石

山
口
　
晃
正
　
昌
　
彦
　
眞
理
子
　
大
石

三
浦
　
冬
真
　
宗
　
治
　
千
　
絵
　
長
浜

櫻
井
　
銀
河
　
哲
　
也
　
絵
　
美
　
西
湖
南

渡
邉
喜
野
枝
　
65
歳
　
渡
邉
　
敏
雄
　
船
津

坂
本
　
長
義
　
83
歳
　
坂
本
た
つ
子
　
船
津

角
田
　
聖
子
　
63
歳
　
角
田
　
　
強
　
船
津

井
上
さ
と
子
　
78
歳
　
堀
内
　
直
美
　
船
津

梶
原
　
志
ま
　
94
歳
　
梶
原
亥
之
雄
　
船
津

小
池
　
大
平
　
92
歳
　
小
池
　
　
洋
　
小
立

渡
邊
た
ま
江
　
76
歳
　
渡
邊
　
洋
一
　
小
立
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こ
の
壇
家
廻
り
を
記
し
た
古
文
書
の
記
録
は
名
古
屋
城
下
の
配
札 

(
神
札
配
り
、
即
ち
檀
家
廻
り
）
で
終
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
復
路
も

考
え
れ
ば
こ
の
時
の
檀
家
廻
り
は
2
カ
月
を
越
え
た
と
思
わ
れ
る

の
で
す
。

　
檀
家
廻
り
の
様
子
を
同
じ
三
浦
家
の
幕
末
の
檀
家
廻
り
帳
で
も

う
一
例
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
こ
の
檀
家
廻
り
は
嘉
永
６
年
（
1
8
5
3
）

の
記
録
で
、
こ
の
年
は
ペ
リ
ー
が
来
日
し
、
日
本
に
鎖
国
を
止
め

て
開
国
を
迫
っ
た
年
で
す
が
、
檀
家
廻
り
を
し
た
場
所
は
富
士
川

流
域
の
諸
村
で
し
た
。
三
浦
家
は
県
内
に
も
檀
家
を
多
く
持
っ
て

い
ま
し
た
。
逸
見
筋
と
呼
ば
れ
た
北
巨
摩
方
面
、
甲
府
市
西
部
、

そ
し
て
こ
こ
で
記
す
河
内
地
方
と
呼
ば
れ
た
富
士
川
の
流
域
が
主

な
も
の
で
す
。
こ
の
時
檀
家
廻
り
を
し
た
人
は
、
当
時
の
三
浦
家

当
主
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
吉
郷
で
、
こ
の
時
28
歳
く
ら
い
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
年
、
吉
郷
は
供
を
１
人
連
れ
て
川
口
を
11
月
６
日
に
出
発

し
、
西
湖
・
本
栖
経
由
で
六
郷
へ
出
、
鰍
沢
・
中
富
・
身
延
・
南

部
を
経
て
富
沢
ま
で
足
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
富
沢
で
は

万
沢
・
福
士
の
山
懐
を
1
週
間
近
く
か
け
て
廻
っ
て
い
ま
す
。
お

よ
そ
人
が
住
ん
で
い
る
所
は
隈
な
く
廻
る
と
い
う
徹
底
し
た
壇
家

廻
り
で
す
が
、
逆
に
言
え
ば
、
御
師
は
相
当
辺
鄙
な
山
中
に
も
檀

家
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
復
路
は
往
路
を
引
き
返

し
て
い
ま
す
。
往
き
は
富
士
川
の
右
岸
、
即
ち
西
側
を
行
き
、
帰

り
は
左
岸
を
通
っ
て
壇
家
廻
り
を
し
て
お
り
ま
す
。
木
枯
ら
し
の

吹
く
中
、
冬
枯
れ
の
広
い
川
原
を
見
下
ろ
し
な
が
ら
歩
い
て
い
る

吉
郷
の
姿
が
目
に
浮
か
ん
で
き
ま
す
。

　
こ
の
檀
家
廻
り
帳
は
12
月
26
日
の
帯
那
村
（
市
川
大
門
町
）
で

終
わ
っ
て
い
ま
す
の
で
、
結
局
、
こ
の
檀
家
廻
り
は
２
ヶ
月
弱
に

わ
た
っ
た
こ
と
に
な
り
、
廻
っ
た
村
数
は
88
村
、
戸
数
は
約

5
6
0
0
軒
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

　
2
ヵ
月
に
5
6
0
0
軒
は
多
す
ぎ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
檀
家
廻
り
は
必
ず
し
も
一
軒
毎
に
廻
る
の
で
は
な

く
、
例
え
ば
名
主
に
一
括
し
て
神
札
を
渡
し
初
穂
を
受
け
る
よ
う

な
こ
と
も
多
か
っ
た
の
で
す
。

へ
　
み
　
す
じ

か
わ
う
ち

よ
し
さ
と

　
期
間
の
長
短
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
檀
家
廻
り
を
各

御
師
は
毎
年
行
っ
て
い
た
わ
け
で
す
が
、
檀
家
廻
り
中
に
は
様
々

な
出
来
事
に
出
会
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
病
気
で
苦
し
ん

だ
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
で
し
ょ
う
し
、
様
々
な
災
難
に
遭
遇
し

た
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
色
々
な
事
情
で
、
遂
に
帰
郷
し
な

か
っ
た
人
も
い
た
と
思
い
ま
す
。
水
盃
を
交
わ
し
て
旅
に
出
た

と
い
わ
れ
る
江
戸
時
代
の
こ
と
、
長
旅
の
労
苦
は
大
変
な
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
次
号
で
は
、
三
浦
家
が
安
政
元
年
（
1
8
5
4
）
の

檀
家
廻
り
の
折
に
遭
遇
し
た
事
件
の
顛
末
を
、
同
家
所
蔵
の
古

文
書
に
よ
っ
て
紹
介
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。
檀
家
廻
り
を

し
た
場
所
は
右
と
同
じ
富
士
川
流
域
の
村
々
、
安
政
元
年
（
1
8
5
4
）

は
前
記
の
年
の
翌
年
に
当
た
り
ま
す
。

　
こ
の
年
の
檀
家
廻
り
の
記
録
は
残
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
大

略
前
年
と
同
様
な
場
所
を
廻
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
檀
家

廻
り
を
行
っ
た
人
物
は
前
年
と
同
じ
吉
郷
な
の
か
、
そ
の
父
長

盈
な
の
か
判
り
ま
せ
ん
が
、
後
で
延
べ
る
理
由
で
私
は
吉
郷
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
次
号
へ
続
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

町
文
化
財
審
議
会
委
員 三浦家が嘉永6年(1853)に檀家廻りした地域

2月1日現在
(　)内は前月比

人 口

　男

　女

世 帯

　　24,139

 11,843

 12,296

 7,915

人のうごき人のうごき人のうごき

人 (－2)

人 (－13)

人 (＋11)

戸 (－1)

日 
 
 

時
　
3
月
22
日(

火)

・
4
月
12
日(

火)

　
　
　 

 
 

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

場 
 
 

所
　
河
口
湖
商
工
会

問
合
せ
　
山
梨
社
会
保
険
事
務
局
大
月
事
務
所

　
　
　
　
　
℡
0
5
5
4-

22-

3
8
1
1

国
民
年
金
・
社
会
保
険
相
談
所

お
し
あ
わ
せ
に
（
結
婚
）

渡
邊
　
行
正
　
71
歳
　
渡
邊
　
正
芳
　
小
立

倉
澤
　
昌
一
　
52
歳
　
倉
澤
　
卓
美
　
勝
山

渡
邊
秀
次
郎
　
70
歳
　
渡
邊
す
み
ゑ
　
勝
山

伯
耆
　
勝
夫
　
82
歳
　
古
谷
か
つ
江
　
河
口

堀
内
つ
る
子
　
75
歳
　
堀
内
　
恭
忠
　
大
石

渡
邉
　
甲
一
　
76
歳
　
渡
邉
千
賀
子
　
大
石

堀
内
　
勝
馬
　
55
歳
　
堀
内
ふ
み
ゑ
　
大
石

中
村
　
希
男
　
74
歳
　
中
村
　
正
義
　
大
石

三
浦
弘
太
郎
　
65
歳
　
三
浦
み
つ
江
　
西
湖
南

橋
本
　
禎
志
　
＝
　
石
川
　
朝
美
　
船
津

中
村
　
悠
一
　
＝
　
小
泉
芙
沙
子
　
船
津

内
田
　
裕
之
　
＝
　
渡
辺
　
美
佳
　
船
津

岡
部
　
宏
彦
　
＝
　
北
之
坊
素
子
　
船
津

堀
内
　
力
也
　
＝
　
佐
藤
め
ぐ
み
　
大
石

渡
辺
　
　
司
　
＝
　
佐
藤
　
明
美
　
西
湖
南

お
詫
び
と
訂
正

　
2
月
広
報
「
お
め
で
た
」
で
間
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　
お
詫
び
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
（
誤
）
小
佐
野
莉
諸
　
弘
樹
　
美
晴
　
勝
山

　
（
正
）
小
佐
野
莉
緒
　
弘
樹
　
美
晴
　
勝
山


